
16

台風シーズンに備えて 園芸施設共済・・・P8
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秋作業事故を防ごう  農機具共済 ・・・・・・・・・・P11

山  田  優一郎さん
佐渡市羽茂大橋

新潟県農業共済組合広報紙

締切り
令和５年9月8日㈮
当日消印有効

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
8月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

バラバラになった漢字を組み合わせると二字熟語が
完成します。完成する熟語は何でしょう。

漢字を組み立てて二字熟語を
完成させてください

クイズの答え 

４月号のこたえ「ケイショウ」　応募数/348名　正解数/342名  ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。
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ヒント：○○を生む、○○を受ける、○○を招く

お友達
募集中
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共
済
掛
金
等
の
納
入
は
口
座
振
替
で

　

 

組
合
で
は
、
不
祥
事
の
未
然
防
止
と
引
受
事
務
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
掛
金
等
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　口
座
振
替
契
約
の
締
結
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
手

続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
義
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　

 

経
営
移
譲
や
組
合
員
が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
、
名
義
変
更

が
必
要
で
す
。
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
速
や
か
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
早
め
の
ご
連
絡
を

◎
被
害
の
発
生

　加
入
し
て
い
る
建
物
や
農
機
具
、
ハ
ウ
ス
な
ど
に
事
故
が
あ
っ

　た
時

◎
家
畜
の
事
故

　死
亡
・
廃
用
事
故
が
あ
っ
た
時

◎
加
入
内
容
の
変
更

　建
物
を
取
り
壊
し
た
り
売
却
し
た
場
合
、
農
機
具
を
入
れ
替
え

　た
場
合
、
ハ
ウ
ス
の
被
覆
材
を
張
り
替
え
た
場
合

+ + + +牛 言 刀 呉 角



A

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

第
６
回
通
常
総
代
会
開
催

　
第
６
回
通
常
総
代
会
を
６
月
14
日
、
新
潟

市「
新
潟
テ
ル
サ
」に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
尾
田
組
合
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
そ
の
後
、
来
賓
の
新
潟
県
農
林
水
産

部
長
（
稲
垣
正
子
副
部
長
代
理
出
席
）
よ
り

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
総
代
総
数
２
8
8
人
の
う
ち
本

人
出
席
75
人（
書
面
議
決
2
0
8
人
）で
し
た
。

議
長
に
は
上
越
市
吉
川
区
の
笹
川
肇
総
代
が

選
出
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
、
令

和
５
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
全
15
議
案
に
つ

い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
全
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
有
し
て
い
る
東
京
電
力
債
な
ど
５
つ

の
社
債
に
つ
い
て
、年
限
、満
期
は
い
つ
か
。

ま
た
、そ
の
社
債
は
、評
価
差
額
が
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
て
い
る
が
今
後
ど
の
よ
う
な
リ

ス
ク
管
理
を
し
て
い
く
の
か
。

　
年
限
は
、
10
年
債
が
主
で
、
満
期
は
分

散
す
る
よ
う
購
入
し
て
い
ま
す
。
債
券
は
、

満
期
保
有
を
基
本
と
し
て
お
り
、
満
期
時

に
は
額
面
で
の
償
還
と
な
り
マ
イ
ナ
ス
は

生
じ
ま
せ
ん
。

阿賀野市
信田総代

祝辞を述べる
新潟県農林水産部長
（稲垣正子副部長代理
出席）

Q

A 　
事
務
費
補
助
金
で
市
町
村
補
助
金
は
全

て
の
市
町
村
な
の
か
。県
補
助
金
は
あ
る

の
か
。

　
市
町
村
補
助
金
は
一
部
の
市
町
村
で
す
。

県
か
ら
は
令
和
2
年
度
に
収
入
保
険
加
入

者
に
対
し
助
成
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Q　
産
業
用
無
人
航
空
機
導
入
８
機
の
内
訳

を
教
え
て
欲
し
い
。

Q A 　
無
人
ヘ
リ
防
除
で
、過
去
に
散
布
条
件

が
悪
い
こ
と
か
ら
除
外
と
な
っ
た
。高
齢

化
な
ど
に
よ
り
防
除
が
難
し
い
た
め
ド

ロ
ー
ン
な
ど
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
ド
ロ
ー
ン
で
防
除
で
き
る
面
積
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
場
を
確
認
し
地
区
で
検

討
い
た
し
ま
す
。

Q

A 　
総
代
会
の
出
席
状
況
に
つ
い
て
、書
面

議
決
に
よ
る
出
席
が
多
い
。総
代
は
組
合

の
最
高
議
決
機
関
な
の
で
、ぜ
ひ
本
人
出

席
が
多
く
な
る
よ
う
に
対
策
し
て
欲
し
い
。

　
よ
り
多
く
の
総
代
が
本
人
出
席
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
対
策
い
た
し
ま
す
。

Q

A 　
家
畜
共
済
の
共
済
金
が
業
務
報
告
書
と

損
益
計
算
書
で
差
異
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
損
益
計
算
書
の
共
済
金
は
、引
受
変
更

に
よ
る
過
年
度
の
共
済
金
の
返
還
や
、追
加

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、業
務
報
告
書
の
共

済
金
は
、当
年
度
に
請
求
が
あ
っ
た
事
故
の

合
計
と
な
る
た
め
差
異
が
生
じ
ま
す
。

Q

A 　
令
和
５
年
度
の
役
員
等
の
報
酬
額
を
示

さ
れ
て
い
る
が
、人
数
の
内
訳
を
教
え
て

欲
し
い
。ま
た
、総
代
の
報
酬
は
な
い
の
か

教
え
て
ほ
し
い
。

　
内
訳
は
、
役
員
25
人
、
顧
問
１
人
、
損

害
評
価
会
委
員
１
４
７
人
、
損
害
評
価
員

２
，７
５
５
人
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
５
，６

０
０
人
、
果
樹
推
進
部
長
１
２
０
人
で
す
。

　
総
代
に
つ
い
て
は
、
報
酬
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
総
代
会
の
日
当
８
，０
０
０
円
と
旅

費
を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

Q

A

　
事
業
計
画
で
任
意
共
済
の
補
償
拡
充
に

努
め
る
と
し
て
い
る
が
、農
機
具
の
価
格

が
高
騰
し
て
い
る
。

　
新
調
達
価
額
に
対
す
る
加
入
金
額
の
見

直
し
に
つ
い
て
、加
入
者
に
ど
う
周
知
す
る

の
か
。事
故
の
際
に
加
入
者
に
不
利
益
が

出
な
い
よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　
加
入
者
に
は
、
継
続
申
し
込
み
の
際
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、
更
に
周
知
す
る
た
め
、
広
報
紙
へ

掲
載
し
職
員
か
ら
積
極
的
に
働
き
か
け
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

議長の笹川総代
（上越市吉川区）

あいさつする
尾田組合長

新発田市
細野総代

三条市
熊倉総代

長岡市
髙橋総代

長岡市
大久保総代

A

　
建
物
共
済
の
加
入
棟
数
が
、大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。解
約
の
原
因
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
以

降
の
推
進
方
法
が
変
わ
っ
た
が
、誠
意
を

も
っ
て
丁
寧
な
対
応
を
望
む
。

　
組
合
員
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
解
約
の

棟
数
は
増
え
て
い
ま
す
。
解
約
を
申
し
出

た
加
入
者
に
対
し
て
は
、
継
続
加
入
に
つ

い
て
丁
寧
な
説
明
に
努
め
ま
す
。

Q

柏崎市
植木総代

小千谷市
穗苅総代

3 2

提出議案

第１号
議案 総代選挙投票所の変更

新潟県農業共済組合定款一部変更議決の件

第７号
議案 借入限度額 10億円

借入金の最高限度額、借入条件及び償還方法議決の件

第８号
議案 みずほ銀行・県信連など 36金融機関

余裕金預入先金融機関議決の件

第９号
議案 3,689万4千円以内

特別積立金取崩し額議決の件

第10号
議案

令和6年産から適用の農作物共済危険段階別共済掛金率の設定

農作物共済(水稲・陸稲)危険段階別共済掛金率
設定議決の件

第11号
議案 令和6年4月から適用の園芸施設共済危険段階別共済掛金率

の設定

園芸施設共済危険段階別共済掛金率設定議決の件

第12号
議案 変更する損害評価会委員 11名

損害評価会委員選任承認の件

第13号
議案 変更する家畜診療所運営委員 6名

家畜診療所運営委員選任承認の件

第14号
議案 職員の退職手当の段階的引き下げ

職員退職給与規則の一部変更承認の件

第15号
議案

「農業共済団体に対する監督指針」の規定に基づく実施体制の
改善計画を策定

新潟県農業共済組合における実施体制の改善計画の
承認の件

第２号
議案 園芸施設共済掛金の１２回払いの追加、共済責任期間の

特例追加、家畜共済掛金の分納規程の変更、損害評価会
を機能的に開催するための規程変更

新潟県農業共済組合事業規程一部変更議決の件

第３号
議案

P4に関連記事

令和４年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、
損益計算書、剰余金処分案及び不足金処理案議決の件

第４号
議案 P5に関連記事

令和５年度事業計画並びに業務収支予算書議決の件

第５号
議案 賦課総額 12億4,921万7千円

令和５年度事務費賦課額及び徴収方法議決の件

第６号
議案

令和５年度役員報酬の額及び顧問報酬の額並びに
損害評価会委員報酬及び損害評価員報酬、NOSAI部長
報酬及び果樹推進部長報酬の額議決の件
役　　員　　　 2,382万円以内
顧　　問　　　 16万5千円以内
損害評価会委員 303万円以内

損害評価員　 1,928万5千円以内
NOSAI部長　7,784万2千円以内
果樹推進部長  83万2千円以内

総
代
会
で
出
さ
れ
た
質
疑
応
答

A　
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
７
機
と
マ
ル
チ

ロ
ー
タ
ー
１
機
で
す
。
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46億9,246万円
支出の部

46億9,246万円
収入の部

旅費交通費
13,355千円

人件費
2,270,666千円

事務費
185,616千円

損害防止費
1,268,964千円

損害防止収入
1,297,641千円

業務費
326,609千円

受取補助金
1,189,729千円

賦課金
209,761千円

受取利息
208,139千円

事業勘定受入
1,233,117千円

業務雑収入
35,705千円

受託収入
99,710千円

その他収入
418,659千円

施設費
202,660千円

普及推進費
37,991千円

損害評価費
50,374千円

諸税負担金
56,105千円 その他

280,121千円

引受実績　総共済金額　3兆138億1,577万円

事業実績令和４年度事業計画令和５年度

業務収支予算令和５年度

引受計画　総共済金額　2兆9,166億5,308万円

347ha
51,444千円

162ha
7,428千円

●引受面積
●共済金額
▼被害面積
▼支払共済金

【主な被害状況】
土壌湿潤害による生育不良や大雨
によるほ場の冠水及び台風による
強風で倒状が発生しました。

畑作物共済（そば）

17,951棟
17,853,744千円

568棟
67,603千円

●引受棟数　
●共済金額
▼被害棟数
▼支払共済金

【主な被害状況】
12月中旬以降の強風、記録的な大
雪による被害が発生しました。

園芸施設共済
158,690棟

2,512,567,210千円
1,922棟

573,911千円

●引受棟数　
●共済金額
▼被害棟数
▼支払共済金

【主な被害状況】
火災事故、風害、雪害などの自然
災害の事故、落雷事故も前年度に
比べ減少しました。

建物共済

178,923台
391,796,100千円

4,456台
737,779千円

●引受台数
●共済金額
▼被害台数
▼支払共済金

【主な被害状況】
接触・衝突などの事故が多く発生
しました。機種ではトラクター、
田植機、コンバイン事故が多く発
生しました。

農機具共済

82,542ha
77,643,965千円

1,389ha
139,691千円

●引受面積
●共済金額
▼被害面積
▼支払共済金

【主な被害状況】
県北地域に発生した水害や、中山
間地を中心にイノシシ、サル等に
よる獣害が発生しました。

農作物共済（水稲）
2,054ha

938,307千円
791ha

48,431千円

●引受面積
●共済金額
▼被害面積
▼支払共済金

【主な被害状況】
土壌湿潤害による品質低下や大雨
によるほ場の冠水・浸水等が発生
しました。

畑作物共済（大豆）
54ha

15,051千円
5ha

103千円

●引受面積
●共済金額
▼被害面積
▼支払共済金

【主な被害状況】
は種後の降雨等により土壌湿潤害
が発生しました。

農作物共済（麦）

　42,564頭
10,314,787千円

14,435頭
422,605千円

●引受頭数
●共済金額
▼被害頭数
▼支払共済金

【主な被害状況】
運動器・循環器・消化器疾患、生
殖器疾患などが発生しました。

家畜共済（乳用・肉用牛）

【主な被害状況】
運動器・循環器・消化器疾患、生
殖器疾患などが発生しました。

72,507頭
1,483,652千円

665頭
5,807千円

●引受頭数
●共済金額
▼被害頭数
▼支払共済金

家畜共済（種豚・肉豚）

120ha
687,867千円

4ha
4,779千円

●引受面積
●共済金額
▼被害面積
▼支払共済金

【主な被害状況】
７月の降雨によりならたけ病、胴
枯病、紅粒がんしゅ病、黒星病な
どが発生しました。

果樹共済（なし）
16ha

44,287千円
1ha

247千円

●引受面積
●共済金額
▼被害面積
▼支払共済金

【主な被害状況】
７月上旬にサルの食害と、５月の
降雨によりせん孔細菌病が発生し
ました。

果樹共済（もも）
75ha

125,021千円
1ha

540千円

●引受面積
●共済金額
▼被害面積
▼支払共済金

【主な被害状況】
カイガラムシ、コメツキムシによ
る加害や開花時の降雨で円星落葉
病が発生しました。

果樹共済（かき）
16ha

145,336千円
1ha

671千円

●引受面積
●共済金額
▼被害面積
▼支払共済金

【主な被害状況】
７月上旬以降の降雨によりべと病
が発生しました。

果樹共済（ぶどう）

149口
149,000千円

なし
なし

●引受口数
●共済金額
▼被害口数
▼支払共済金

保管中農産物補償共済

330ha
53,534千円

●引受面積
●共済金額

畑作物共済（そば）

17,781棟
15,083,413千円

●引受棟数　
●共済金額

園芸施設共済
153,117棟

2,429,000,000千円
●引受棟数　
●共済金額

建物共済

178,467台
385,500,000千円

●引受台数
●共済金額

農機具共済

78,003ha
73,518,690千円

●引受面積
●共済金額

農作物共済（水稲）
1,887ha

852,823千円
●引受面積
●共済金額

畑作物共済（大豆）
55ha

14,498千円
●引受面積
●共済金額

農作物共済（麦）

44,485頭
10,374,462千円

●引受頭数
●共済金額

家畜共済（乳用・肉用牛）
71,812頭

1,192,882千円
●引受頭数
●共済金額

家畜共済（種豚・肉豚）

121ha
626,982千円

●引受面積
●共済金額

果樹共済（なし）
15ha

39,227千円
●引受面積
●共済金額

果樹共済（もも）
74ha

118,134千円
●引受面積
●共済金額

果樹共済（かき）
18ha

130,442千円
●引受面積
●共済金額

果樹共済（ぶどう）

3,300経営体●引受経営体

収入保険
148口

148,000千円
●引受口数
●共済金額

保管中農産物補償共済

詳しくはホームページを
ご覧ください!

NOSAI新潟
2,874経営体

1,342,289千円
●引受経営体
●保険金等支払金額

収入保険

令和３年度の米価下落や、新型コロナ
ウイルスの影響により農産物価格が低
下しました。

【主な被害状況】



　「
日
々
大
き
く
育
っ
て
い
く
作
物
を

見
る
た
び
、
楽
し
く
充
実
し
た
気
持
ち

に
な
り
ま
す
」
と
笑
顔
の
帆
苅
さ
ん
。

　
も
と
も
と
飲
食
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
仕

事
が
減
少
し
休
業
状
態
に
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
新
潟
市
北
区
の
農
事
組
合
法

人
「
緑
夢
」
で
田
植
え
作
業
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
農
業

の
世
界
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。

帆苅さんの発案で始めたトマト栽培

「園芸部門の拡大も視野にこれからも頑張って欲しいです」と
期待する法人代表の砂原仁さん。

明日へむかって

目指せ農業女子リーダー

　
一
昨
年
か
ら
は
、
同
法
人
の
従
業
員

と
し
て
、
主
に
園
芸
品
目
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　「
地
域
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
く
」

こ
と
を
掲
げ
農
業
に
取
り
組
む
同
法
人

は
、
水
稲
約
40
　
、
カ
ボ
チ
ャ
、
エ
ダ

マ
メ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
園
芸
品

目
を
約
95
ａ
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
水
稲
育
苗
後
の
ハ
ウ
ス
を
有
効
利
用

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
帆
苅
さ
ん

の
発
案
で
、
昨
年
か
ら
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

養
液
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
毎
週
、
ト
マ
ト
農
家
の
と
こ
ろ
へ
通

い
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
栽
培
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　「
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
１
年
で

し
た
。
目
標
と
し
て
い
た
収
穫
量
は
な

ん
と
か
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
課
題
も
多
く
残
り
ま
し
た
」
と
話

し
ま
す
。

　
養
液
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
回
数
を
指
導

い
た
だ
い
た
と
お
り
に
し
た
つ
も
り
で

し
た
が
、
定
植
時
期
が
２
週
間
遅
か
っ

た
た
め
収
穫
量
に
影
響
が
あ
り
、
農
業

の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
そ
う
で
す
。

　「
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
す
。
２
年

目
を
迎
え
た
今
年
は
、
反
省
点
や
失
敗

を
糧
に
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
」

と
意
気
込
み
ま
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン

の
免
許
も
取
得
し
、
笠
柳
地
区
で
除
草

剤
散
布
や
水
稲
防
除
に
も
従
事
し
て
い

ま
す
。
　
　

　「
操
作
技
術
が
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、

諸
先
輩
方
に
教
わ
り
な
が
ら
作
業
を
し

て
い
ま
す
」
と
苦
笑
い
。
経
験
を
積
ん

で
も
っ
と
上
達
し
た
い
と
話
し
ま
す
。

　「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑

張
り
、
責
任
を
持
っ
て
作
物
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
地
域
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
仕
事
が
で
き
て
い
る
の
で
、

美
味
し
い
野
菜
を
作
り
地
域
に
恩
返
し

し
た
い
」
と
話
す
帆
苅
さ
ん
。

　
園
芸
部
門
の
拡
大
や
大
玉
ト
マ
ト
に

も
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
て
、
一
人

で
作
業
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
技
術
の
習

得
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　「
新
潟
市
北
区
に
は
農
業
を
頑
張
っ

て
い
る
女
性
が
い
る
の
で
、
私
も
輝
い

て
い
る
農
業
女
子
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
女
性
の
若
手
農

業
者
は
少
な
い
の
で
、
農
業
に
興
味
が

あ
る
人
は
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
い
つ
で
も
大
歓
迎
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
す
。
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ha

帆　苅　美　奈さん（31）新潟市北区笠柳

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
農
業
に

こ
れ
か
ら
目
指
す
も
の

育
苗
後
の
ハ
ウ
ス
を
活
用

ぐ
り  

む
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豪雨で深刻な被害
収
穫
後
の
果
実

水
没
で
収
入
ゼ
ロ

収
穫
後
の
果
実

水
没
で
収
入
ゼ
ロ
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火　災 水　害盗難被害

そのほか、風害、雪害、地震、倉庫等から
出荷先への運送中事故など

今
年
の
稲
の
生
育
は

順
調
に
す
す
ん
で
い
る

収
穫
の
秋
が

今
か
ら
楽
し
み
だ
！

友
達
の
果
物

収
穫
中
だ
け
ど

大
丈
夫
か
な
・・・

こ
れ
に

加
入
し
て
い
れ
ば

収
穫
後
も
補
償
が

受
け
ら
れ
て

安
心
だ
な
！

収
穫
前
の
被
害
は

共
済
で
補
償
さ
れ
る
け
ど

収
穫
後
の
被
害
は

ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
…

そ
う
い
え
ば
・・・

収
穫
後
、納
屋
や
倉
庫
で

保
管
し
て
い
る
農
産
物
を

補
償
す
る
共
済
で
す

農
作
物
共
済
や
畑
作
物
、

果
樹
共
済
に
加
入
し
て
い
る

農
産
物
の
み
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。

一
口
１
０
０
万
円
の
補
償
で
、

掛
金
２
、５
０
０
円
か
ら

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

帰宅後 

た
だ
い
ま

こ
り
ゃ
あ

　
　
大
変
だ

お
や
・・・

「
保
管
中
農
産
物

 

補
償
共
済
」
　

そ
れ
な
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

お
ま
か
せ
！

乾燥調製など
作業中のものもOK！

出
荷
前
の

一
時
保
存
に
は
、

手
ご
ろ
な

  

Ａ
タ
イ
プ  

が

お
ス
ス
メ
で
す
！

①②

③④

⑥ ⑤

に

　
近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
っ
て
、
全
国
各
地
で
園
芸
施
設
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
本
県
は
、
令
和
元
年
10
月
以
降
、
園

芸
施
設
の
大
規
模
な
台
風
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
少
し
遡
る
と
、
立
て
続
け

に
台
風
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
表
）。

　
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る

も
の
で
す
。
今
年
は
台
風
の
被
害
に
遭

う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
を
持

ち
、
園
芸
施
設
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

強風により被覆材が大きく破れたハウス

本所第２事業部
建物農機具課
清 水  悠 太

【
園
芸
施
設
共
済
で
安
心
】

　
園
芸
施
設
共
済
は
令
和
３
年
４
月
か

ら
、
施
設
本
体
・
被
覆
材
の
標
準
単
価

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
補
償
額
が
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
次
に
紹
介
す
る
２
つ
の
特
約

を
選
択
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
補
償
が

充
実
す
る
の
で
、
大
変
お
す
す
め
で
す
。

●
小
さ
な
損
害
も
補
償

　（
小
損
害
不
填
補
１
万
円
特
約
）

　
ご
加
入
時
に
、
小
損
害
不
填
補
（
共

済
金
支
払
対
象
の
基
準
と
な
る
額
）
を
、

棟
ご
と
に
選
択
い
た
だ
き
ま
す
。
通
常

コ
ー
ス
で
は
、
損
害
額
が
３
万
円
ま
た

は
共
済
価
額
（
園
芸
施
設
の
時
価
額
）

の
５
％
を
超
え
な
い
と
補
償
で
き
ま
せ

ん
が
、「
小
損
害
不
填
補
１
万
円
特
約
」

を
選
択
す
る
と
、
１
万
円
を
超
え
る
損

害
か
ら
補
償
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
小
損
害
不
填
補
１
万
円
特
約

の
付
加
は
、
共
済
価
額
が
20
万
円
を
超

え
る
園
芸
施
設
が
対
象
で
す
。

●
も
っ
と
充
実
し
た
補
償

　（
付
保
割
合
追
加
特
約
）

　
ご
加
入
時
に
、付
保
割
合（
補
償
割
合
）

を
棟
ご
と
に
選
択
い
た
だ
き
ま
す
。
通

常
コ
ー
ス
で
は
、
付
保
割
合
は
共
済
価

額
の
80
％
が
上
限
で
す
が
、「
付
保
割
合

追
加
特
約
」
を
選
択
す
る
と
、
付
保
割

合
を
10
％
ま
た
は
20
％
上
乗
せ
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
付
保
割
合
追
加
特
約
の
付
加

は
、
付
保
割
合
80
％
を
選
択
し
た
場
合

が
対
象
で
す
。

　
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
、
園
芸
施

設
共
済
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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園芸施設
　共済

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

備
え
は
万
全
で
す
か
？

点検ポイント

出入口戸の確認
出入口戸にガタつきなどが
ないか確認し、補強する。
戸締りをしっかりと。

換気部の確認
天窓や妻窓など、風の
吹き込み口となる箇所
は完全に閉めておく。

周辺の片付け
被覆材に損傷を与えるような
飛来物がないか確認し、園芸
施設周辺を片付けておく。

被覆材・留め金具の確認
被覆材のたるみや破れ、留め
金具に緩みがないか確認する。

発生年月

（表）  過去の台風による主な被害

H27.8

H29.9

H29.10

H30.9

R1.9

R1.10

R1.10

台風15号

台風18号

台風21号

台風21号

台風17号

台風18号

台風19号

185棟

300棟

105棟

205棟

100棟

72棟

105棟

853万円

1,971万円

780万円

1,606万円

495万円

313万円

765万円

24.4m/s

26.3m/s

25.5m/s

25.5m/s

23.7m/s

26.8m/s

26.9m/s

被害棟数 支払共済金最大瞬間風速（新潟地方気象台）

保管中農産物補償共済で、収穫後の被害に備えられるってホント！？

保管中農産物補償共済
のおしえて!

保管中農産物補償共済の●●がスゴイ!ココ

建物共済の収容農産物補償特約や、収入保険との重複加入はできないのでご注意ください。
保管中農産物補償共済の詳細については、お近くのNOSAIへお問い合わせください。

❶ 水稲共済や畑作物共済、果樹共済では補償されない、「収穫後の損害」を補償！
❷ 建物に保管中の農産物を、手ごろな掛金で自然災害に備えられる！
❸ 120日間補償のＡタイプと、通年補償のＢタイプを選択できる。

補償期間：1年間
補償金額：100万円／掛金：6,500円

Ｂタイプ（通年保管向け） 

補償期間：120日間
補償金額：100万円／掛金：2,500円

Ａタイプ（一時保管向け） 
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﹇
共
済
事
故
﹈

①
風
水
害

　②
干
害

　③
ひ
ょ
う
害

④
冷
害

　⑤
凍
霜
害

　⑥
寒
害

⑦
雨
害
湿
潤
害

　⑧
冷
湿
害

　

⑨
土
壌
湿
潤
害

　⑩
地
震
害

　⑪
雷
害

⑫
噴
火
の
害

　⑬
地
す
べ
り
の
害

　

⑭
そ
の
他
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害

⑮
火
災

　⑯
病
害

　⑰
虫
害

　⑱
鳥
害

⑲
獣
害

　収
穫
作
業
は
、
つ
い
急
ぎ
が
ち
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
ひ
と
た
び
事
故
が
発

生
し
て
し
ま
う
と
、
修
理
や
買
い
替
え
に

時
間
を
費
や
し
、
作
業
に
大
幅
な
遅
れ
が

生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　コ
ン
バ
イ
ン
が
農
道
か
ら
脱
輪
し
て

転
覆
、
墜
落
す
る
事
故
や
、
ト
レ
ー
ラ
ー

な
ど
で
運
搬
中
に
転
覆
す
る
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　農
道
は
、
雑
草
な
ど
で
路
肩
が
見
え

づ
ら
い
た
め
、
脱
輪
の
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。
普
段
通
っ
て
い
る
農
道
で
も
、

路
肩
が
崩
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　刈
取
作
業
が
本
格
化
す
る
前
に
、
農

道
を
点
検
し
、
危
険
な
場
所
に
目
印
を

立
て
る
な
ど
し
て
、
安
全
作
業
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
水
稲
の
収
穫
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
水
稲
共
済
に
は
、
半
相
殺
方
式
、

全
相
殺
方
式
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方

式
、
品
質
方
式
が
あ
り
、
加
入
方
式
に

よ
っ
て
被
害
申
告
の
基
準
が
異
な
り
ま

す
。

　
加
入
者
の
皆
様
に
は
、
後
日
評
価
日

程
や
被
害
申
告
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
基
準

を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
被

害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
家
畜
共
済

の
事
務
費
賦
課
金
単
価
を
、
従
来
の
共

済
金
額
（
補
償
額
）
に
応
じ
て
変
動
す

る
方
式
か
ら
、
１
頭
あ
た
り
の
単
価
を

固
定
す
る
方
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
賦
課
金
単
価
変
更
の
注
目
ポ

イ
ン
ト
は
、
家
畜
の
種
類
（
共
済
目
的
）

で
単
価
は
異
な
り
ま
す
が
、
共
済
金
額

に
よ
っ
て
賦
課
金
が
変
動
す
る
こ
と
が

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
共
済
金
額
を
今

ま
で
よ
り
増
額
し
て
補
償
を
充
実
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

　
新
規
加
入
を
検
討
中
の
方
、
既
に
加

入
し
て
い
て
こ
れ
か
ら
家
畜
共
済
の
満

期
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
は
、
万
が
一
に

備
え
て
、
充
実
し
た
補
償
を
つ
け
て
家

畜
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
事
務
費
賦
課
金
の
具
体
的
な
単
価
や

賦
課
金
を
含
む
掛
金
等
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

河川の氾濫により土砂が流入したほ場（関川村）

雑草で路肩が見えずトレーラーが脱輪して転覆

農道の路肩が崩れていたことに気が付かず走行し転覆

畦畔が崩れ、土砂が流入したほ場（損害評価員が被害を確認）

水稲共済

※
共
済
事
故
以
外
の
原
因
に
よ
る
損
害

　（倒
伏
、根
腐
れ
、薬
害
等
）や
不
適
切
な

　肥
培
管
理
に
よ
る
減
収
は
対
象
と
な
り

　ま
せ
ん
。

家畜共済

賦課金の単価例

共済の種類 共済目的 改正前 改正後

死亡廃用
共　　済

疾病傷害
共　　済

搾　乳　牛
(満24カ月以上の乳牛の雌)

乳　用　牛

共済金額１万円
当たり20円
(最大400円)

共済金額1万円
当たり160円

１頭当たり
360円

1頭当たり
360円

損
害
評
価
の
お
知
ら
せ

―

生
育
状
況
を
確
認
し
、
収
穫
前
に
被
害
申
告
を―

事
務
費
賦
課
金
単
価

が
変
更
さ
れ
ま
し
た

コ
ン
バ
イ
ン
の
転
覆
・
墜
落
事
故
多
発

コ
ン
バ
イ
ン
転
覆
・
墜
落
を
防
ぐ
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

今
年
の
秋
は
、安
全
作
業
で

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

農
機
具
の
価
格
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

十
分
な
補
償
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
秋
作
業
前
に
加
入
額
の

見
直
し
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ご
相
談
は
、
お
近
く
の
N
O
S
A
I
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
穫
作
業
は

　急
が
ず

　
　あ
せ
ら
ず 

　
　
　
　慎
重
に

●
作
業
は
2
人
以
上
で
！ 

声
か
け
や
合
図
を
し
な
が
ら
危
険
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
！

●
前
方
不
注
意
の
原
因
に
な
る
の
で
、
飲
み
物
を
飲
む
と
き
は
運
転
を
止
め
ま
し
ょ
う
！

●
あ
ゆ
み
板
を
使
っ
て
積
み
込
む
際
は
、
ゆ
っ
く
り
、
ま
っ
す
ぐ
走
行
し
ま
し
ょ
う
！

●
作
業
は
2
人
以
上
で
！ 

声
か
け
や
合
図
を
し
な
が
ら
危
険
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
！

●
前
方
不
注
意
の
原
因
に
な
る
の
で
、
飲
み
物
を
飲
む
と
き
は
運
転
を
止
め
ま
し
ょ
う
！

●
あ
ゆ
み
板
を
使
っ
て
積
み
込
む
際
は
、
ゆ
っ
く
り
、
ま
っ
す
ぐ
走
行
し
ま
し
ょ
う
！
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「みんなのひろば」は各支所での
出来事や、地域の話題、NOSAI
部長さんや組合員さんにスポット
をあて、紹介するコーナーです。

「食べる人の健康と幸せを第一に考えて
います」と話す清水さん

「一度食べると癖になる」とリピーターも
多い一番人気の「アスタ卵」

魚沼
支所

燕
市
道
金

　有
限
会
社
ツ
バ
メ
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役

　清 

水
　眞
佐
夫
さ
ん
（
82
）

新潟
支所

除草作業  を す る 村 山 さ ん

ツ
バ
メ
フ
ァ
ー
ム
所
在
地

燕
市
道
金
４
８
５

㈱
亀
福
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.kam

efuku.net

支所通信

　「有
限
会
社
ツ
バ
メ
フ
ァ
ー
ム
」

で
生
産
し
て
い
る
「
ア
ス
タ
卵
」。

こ
れ
に
含
ま
れ
る
「
ア
ス
タ
キ
サ
ン

チ
ン
」
は
近
年
注
目
さ
れ
始
め
た

赤
色
系
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
で
、
抗
酸
化

作
用
で
老
化
抑
制
な
ど
が
期
待
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
米
農
家
だ
っ
た
清
水
さ
ん
は
、
循

環
型
の
新
し
い
農
業
を
目
指
し
養
鶏

業
を
始
め
、
１
９
６
５
年
に
会
社
を

設
立
し
ま
し
た
。「
最
初
は
卸
し
に

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
相
場
価
格
で

取
引
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
生
産
費

が
高
い
の
で
儲
け
を
出
せ
ず
に
苦
労

し
ま
し
た
」
と
話
す
清
水
さ
ん
。

　
飼
育
数
を
減
ら
し
特
別
な
卵
を

作
る
た
め
試
行
錯
誤
を
重
ね
「
良
い

エ
サ
」「
良
い
水
」「
良
い
環
境
」

を
整
え
る
こ
と
に
活
路
を
見
い
出

し
販
売
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
新
鮮
な
う
ち
に
消
費
者
へ
届
け

る
た
め
養
鶏
場
の
近
く
に
年
中
無

休
、
24
時
間
営
業
の
自
動
販
売
機

を
設
置
し
、「
ア
ス
タ
卵
」
の
他
に

エ
サ
に
ゴ
マ
を
混
ぜ
た
「
ご
ま
卵
」、

飲
み
水
に
活
性
水
を
使
用
す
る
「
活

性
卵
」
の
３
種
類
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

　
お
す
す
め
は
も
ち
ろ
ん
ア
ス
タ

卵
。
濃
厚
で
ま
ろ
や
か
、
旨
味
が

凝
縮
さ
れ
て
い
て
、
毎
日
の
健
康

に
役
立
ち
ま
す
。

老
化
抑
制
に
期
待

「
ア
ス
タ
卵
」が
人
気

津
南
町
下
船
渡
　「㈱ 

亀 

福
」

　
㈱
亀
福
は
、
化
学
農
薬
も
化
学

肥
料
も
使
用
し
な
い
「
炭
素
循
環

農
法
」
で
農
産
物
を
生
産
し
て
い

ま
す
。

　「
炭
素
循
環
農
法
」
と
は
、
キ
ノ

コ
の
廃
菌
床
や
、
雑
草
、
緑
肥
な

ど
に
よ
り
、
土
中
の
微
生
物
の
力

で
農
産
物
を
育
て
る
栽
培
方
法
で
、

同
法
人
で
は
主
に
キ
ノ
コ
の
廃
菌

床
を
利
用
し
た
肥
料
を
元
に
、
水

稲
約
４　
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
な
ど
の
野
菜
を
約
６　
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　
現
場
を
一
任
さ
れ
て
い
る
村
山

雅
人
さ
ん（
30
）は
、
近
く
に
こ
の

農
法
を
取
り
組
ん
で
い
る
人
が
い

な
い
た
め
、
実
際
に
取
り
組
ん
で

い
る
会
社
や
農
家
へ
直
接
電
話
し
、

情
報
を
収
集
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
炭
素
循
環
農
法
で
育
て
た
ニ
ン
ジ

ン
を
食
べ
た
時
の
味
に
感
動
し
ま

し
た
と
」
話
し
ま
す
。

　
昨
年
の
9
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
畑
の
管
理
作
業

が
で
き
ず
に
、
雑
草
が
生
え
て
ニ

ン
ジ
ン
の
収
穫
量
に
影
響
が
出
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
「
イ
ベ
ン
ト
で

出
店
し
た
際
、
お
客
様
か
ら
『
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
じ
ゃ
な
い
と
食
べ
ら
れ

な
い
ん
で
す
』
と
声
を
か
け
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

野
菜
な
ど
を
求
め
る
人
た
ち
に

も
っ
と
届
く
よ
う
に
し
て
行
き
た

い
で
す
」と
話
し
ま
す
。ま
た
、「
慣

行
栽
培
に
負
け
な
い
収
穫
量
を
確

保
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
目
標
を
話
し
ま
す
。

「
炭
素
循
環
農
法
」で
農
産
物
を
栽
培

収
入
保
険 

加
入
者
の 

経
営
に
合
わ
せ
た
保
険
を

声

長
岡
市
川
口
荒
谷

宮

　

   

真   

則
さ
ん（
37
歳
）

水
稲
12
・
5
ha

　
自
身
の
経
営
に
合
わ
せ
て
収
入
が
補

償
さ
れ
る
ス
タ
イ
ル
が
私
に
合
っ
て
い

る
と
感
じ
、
令
和
４
年
か
ら
収
入
保
険

に
加
入
し
ま
し
た
。

　
毎
年
少
し
ず
つ
受
託
す
る
農
地
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
栽
培
管
理
の
大
半
を

私
一
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ．収入保険では、どのような収入減少が補償対象と
なりますか？

Ａ．収入保険では、自然災害による収量減少に加え、価
格低下など農業者の経営努力では避けられない収入減少
が補償の対象となります。
　５類感染症に引き下げられましたが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響など、予期せぬ事態で販売収入が減少
した場合も、補償の対象です。
　ただし、捨て作りや意図的な安売りなどによって生じ
た収入減少は補償の対象外です。

　
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
、
ひ
と
た
び

ケ
ガ
や
突
然
の
病
気
に
な
れ
ば
、
管
理

な
ど
に
手
が
回
ら
な
く
な
り
、
高
品
質

な
米
を
生
産
で
き
ま
せ
ん
。

　
地
域
全
体
の
作
柄
に
左
右
さ
れ
る
ナ

ラ
シ
対
策
と
違
い
、
個
人
単
位
で
補
償

さ
れ
る
保
険
が
あ
る
の
は
と
て
も
心
強

い
で
す
ね
。

　
米
価
が
低
迷
し
て
い
る
中
で
、
品
種

選
定
や
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

を
活
用
し
、
最
大
限
の
収
入
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
水

稲
単
作
の
リ
ス
ク
を
考
え
経
営
の
分
散

に
つ
い
て
も
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
水
稲
の
栽
培
時
期
と
重
な
ら
な

い
よ
う
に
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
山
菜
な
ど

の
園
芸
作
物
を
本
格
的
に
導
入
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
の
お
か
げ
で
、
新
規
事
業

に
も
取
り
組
み
や
す
い
の
で
、
収
入
保

険
を
上
手
く
利
用
し
な
が
ら
、
無
理
の

な
い
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

「代掻き、田植えと１人で大忙しです」と宮さん

教
え
て

聞
か
せ
て

―収入保険相談窓口―
収入保険に関するお問い合わせ・ご相談は二次元コードを
読み込み必要事項を入力してください。

収入保険気になる
どうなの Ｑ
Ｑ

A
A

＆
第２回

ha

ha
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上
越
市
安
塚
区
の
道
の
駅
「
雪
の
ふ

る
さ
と
や
す
づ
か
」
内
に
あ
る
「
ゆ
き

だ
る
ま
物
産
館
」
は
、
地
場
産
の
米
や

野
菜
、
農
産
物
加
工
品
な
ど
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
併
設
す
る
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
手
作
り
の
お
や
き
や
レ

モ
ネ
ー
ド
、
米
粉
を
使
用
し
た
ア
イ
ス

な
ど
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
物
産
館
に
隣
接
す
る
約
１
１
０
坪
の

雪
む
ろ
「
ユ
キ
ノ
ハ
コ
」
に
は
、
約
１

０
０
ト
ン
の
雪
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

晩
秋
ま
で
の
間
、
雪
を
利
用
し
た
天
然

の
冷
蔵
庫
と
し
て
米
や
野
菜
、
そ
ば
粉

や
酒
な
ど
を
保
存
し
て
い
ま
す
。

　
雪
む
ろ
内
の
温
度
は
、
一
年
を
通
じ

て
２
〜
３
度
を
保
ち
続
け
、
湿
度
も
高

い
こ
と
か
ら
保
存
す
る
農
産
物
は
新
鮮

さ
を
失
い
ま
せ
ん
。

Cooking

　新潟県は古くからナスの産地で、在来種も多く、
各地域でさまざまな食べ方があります。
　丸型の「越の丸茄子」、巾着型の「十全なす」、長細
型の「千両」、大型の「やきなす」など品種も多様です。
　ナスは火を入れて食べることが多いですが、このレ
シピでは生でも美味しく召し上がることができます。

店内には地元で採れた野菜や山菜などが販売され
これからの季節、店頭にはミョウガ、かぐら南蛮など
も並びます

気
ま
ま
に

ド
ラ
イ
ブ

表
紙
の
紹
介

ゆきだるま物産館

上越市安塚区

　
表
紙
の
写
真
は
、
佐
渡
市
羽
茂
大
橋

で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
10
a
、
柿
80
a
、
水

稲
30
a
を
栽
培
す
る
山
田
優
一
郎
さ
ん

（
34
）
で
す
。
収
穫
期
を
迎
え
た
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
畑
で
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
　

　「
羽
茂
地
区
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
が

盛
ん
で
、
周
り
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
熱

心
に
指
導
し
て
く
れ
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
す
山
田
さ
ん
。
就
農
３
年
目
を
迎
え

た
地
元
農
家
期
待
の
星
で
、
今
後
は
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
み
ず
み
ず
し
く
、
甘
み
の
強
い
羽
茂

産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
味
わ
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
さ
わ
や
か
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

ナスとミョウガの即席和え

美味しく・
楽しくうちごはん♥

ノーサイくん

【材　料】 ２人分

中長ナス　　　３本
ザーサイ　　　100ｇ
しょうゆ　　　60cc
ミョウガ　　　３本
ご ま 油　　　20cc
　 水　　　　 60cc
ゴ　　マ　　　適量

①ナスを半分に切って、一口大に手で
ちぎる。

④袋にナス、ミョウガ、ザーサイを入れ、
ごま油、しょうゆ、水を加えてよくもむ。

②ちぎったナスを、水にさらす。
③ミョウガは４等分に切る。

⑤冷蔵庫で30分以上漬けて完成。

ナスは包丁で切るので
はなく、手でちぎると、
断面に凹凸ができるの
で、味が馴染みやすく
なります。

ザーサイを入れる
ことで、全体にう
まみが出ます。

【作り方】

©新潟ウチごはんプレミアム

「新潟ウチごはんプレミアムHP」
➡➡➡

　パンとワインと三弥（新潟市中央区万代）　オーナー佐藤静也 様　考案

―仕上げにゴマをあしらう。―

道の駅  雪のふるさとやすづか内

　
５
月
か
ら
10
月
ま
で
土
・
日
曜
日（
※

時
間
指
定
あ
り
）
は
、
雪
む
ろ
施
設
内

の
見
学
が
で
き
ま
す
。
雪
を
利
用
し
た

天
然
の
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
学
び
、
体
感

し
、
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

上
越
市
安
塚
区
樽
田
1
4
0

「
ゆ
き
だ
る
ま
物
産
館
」

電
話
0
2
5
-5
9
5
-1
0
1
0

９
時
〜
18
時
　
月
曜
日
定
休
、年
末
年
始

（
要
問
合
せ
）

※「
ユ
キ
ノ
ハ
コ
」施
設
見
学
は
、

　
５
月
か
ら
10
月
の
毎
週
土
・
日
曜
日

　（
1
日
２
回
11
時
と
13
時
／
希
望
制
）

「
雪
む
ろ
そ
ば
家
　
小
さ
な
空
」

電
話
0
2
5
-5
9
2
-3
8
7
7

11
時
〜
14
時
　
月
曜
日
定
休
、盆
・
年
末
年
始

（
要
問
合
せ
）

●キューピットバレイ
　スキー場

和田

虫川南

虫川大杉駅 ほくほく線

至十日町→

至十日町→

←至直江津

↓至妙高市

ゆきだるま
物産館

403

403

405

253

30
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台風シーズンに備えて 園芸施設共済・・・P8
保管中農産物補償共済のおすすめ ・・・・・・・・P9
秋作業事故を防ごう  農機具共済 ・・・・・・・・・・P11

山  田  優一郎さん
佐渡市羽茂大橋

新潟県農業共済組合広報紙

締切り
令和５年9月8日㈮
当日消印有効

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
8月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

バラバラになった漢字を組み合わせると二字熟語が
完成します。完成する熟語は何でしょう。

漢字を組み立てて二字熟語を
完成させてください

クイズの答え 

４月号のこたえ「ケイショウ」　応募数/348名　正解数/342名  ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。

第6回通常総代会  P2～

2023.8
AugustNo.13

ヒント：○○を生む、○○を受ける、○○を招く

お友達
募集中

公式アカウント

N
O
S
A
I

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

N
O
S
A
I
か
ら
の

お
・
知
・
ら
・
せ

共
済
掛
金
等
の
納
入
は
口
座
振
替
で

　

 

組
合
で
は
、
不
祥
事
の
未
然
防
止
と
引
受
事
務
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
掛
金
等
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　口
座
振
替
契
約
の
締
結
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
手

続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
義
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　

 

経
営
移
譲
や
組
合
員
が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
、
名
義
変
更

が
必
要
で
す
。
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
速
や
か
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
早
め
の
ご
連
絡
を

◎
被
害
の
発
生

　加
入
し
て
い
る
建
物
や
農
機
具
、
ハ
ウ
ス
な
ど
に
事
故
が
あ
っ

　た
時

◎
家
畜
の
事
故

　死
亡
・
廃
用
事
故
が
あ
っ
た
時

◎
加
入
内
容
の
変
更

　建
物
を
取
り
壊
し
た
り
売
却
し
た
場
合
、
農
機
具
を
入
れ
替
え

　た
場
合
、
ハ
ウ
ス
の
被
覆
材
を
張
り
替
え
た
場
合

+ + + +牛 言 刀 呉 角


